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変貌する中国の大学　　　　　 　　　　   教授　菊池　正紀

　この夏、本学と交流協定を結んで

いる中国の二つの大学を訪問してき

ました。二つとも中国では開発が遅

れていると指摘されている、中国西

部にある大学です。一つは古都西安市の西北工業大学、もう

ひとつは中国の奥地、新疆ウイグル自治区の中心大学である

新疆大学です。それぞれの大学には私は 20年程前からのつ

ながりがありしばしば訪問してきましたが、今回は二年ぶり

の訪問でした。そしてそれぞれの大学の急速な変貌振りに驚

かされました。

　以前の中国の大学は、研究予算が少ない ( したがって研究

設備が無い )、国際会議に出席する予算が足りない ( 最先端

の研究情報に接することができない ) の二つが足かせとなっ

て、なかなか第一線の研究を進めることが困難な状況でした。

近年の沿海側の都市部での急速な経済成長に伴い、清華大学

や上海交通大学など中国のトップクラスの大学ではこうした

事情が変わっていることを承知していましたが、この変化が

中国の隅々にまで及び始めていることを実感しました。

　二つの大学とも、現在キャンパスを大幅に拡張・建設中で

した。さすがに土地には不自由しない国だけあってその広さ

は日本では考えられない規模でした。ここに研究施設が次々

と建設中です。研究予算も中国のトップ 100 に入る大学に

はかなり潤沢に支給されているようです。( ちなみにこれら

二つの大学はトップ 100 の比較的上位にランクされていま

す。)　新疆大学は来年から数百億円規模の研究助成金を獲

得できる見込みだとのことでした。また西北工業大学のある

若手助教授は私にこう話しました。「研究費はある、必要な

研究設備を買うのには困らない、だけど何を研究するかがま

だ定まらない。」これは先にあげた足かせの一つ、最先端の

研究に関する情報がまだ不足していることを示しています。

しかしこの問題はすでに解決されつつあると言って良いよう

です。たとえばこの助教授は今年に入ってからすでに二回、

国外での国際学会に大学の予算で派遣されています。こうし

た機会が増えるほどに情報不足は解消され、潤沢な研究資金

を元に最先端の研究を進めることになるのは間違いありませ

ん。何しろ人口は日本の 10倍あるのですから、優秀な人材

も 10倍いるわけです。これからの中国の大学との付き合い

は、古い見方に囚われていては駄目で、新しい良きライバル

としての付き合いを積極的に進めてゆく必要があることを実

感しています。

　最後に訪れたカシュガル市で、15年前に本学に二年間滞

在し、今はカシュガル師範学院の教授をしておられる先生が

我々を訪ねてくださいました。理科大での楽しい思い出と感

謝の気持ちを語っておられるのを聞いて、本学の長年にわた

る国際貢献の成果を実感するとともに、こうした財産に支え

られた今後の交流と協力の拡大の必要性を感じています。
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活 躍 す る 学 生
国際伝熱学会ポスター賞受賞　上野研究室修士２年古城達則
　　　　　　　　　　　　　　              （専修大松戸高校卒）
　2006 年 8 月 13 ～ 18 日にオーストラリアのシドニーで

第 13回国際伝熱会議が開催されました。この国際会議は 4

年に一度開催され、世界中から多くの研究者が集まります。

私はこの国際会議で自分が研究している「超音波振動場にお

ける気泡の振動現象」についての発表を行い、多くの研究者

と議論し、その結果、学生ポスター優秀賞をいただきました。

この会議に参加し、研究という共通の話題があることにより、

見ず知らずの研究者とも気軽にコミュニケーションをとるこ

とができると実感し、また自分の知らない物理現象や実験方

法を知り、研究に対

するモチベーション

も上がりました。い

ろいろなことを勉強

し、新しいことを発

見することは楽しい

ことであると再確認

できた会議だったと

思います。  

学生フォーミュラ・コストレポート部門参加：北野博子 ( 東葛飾高
校卒 ), 大玉千香子 ( 鴎友学園女子高校卒），天野陽子（上田高校卒）
　私たちは、9月に静岡県の小笠山総合運動公園で開催され

た「第 4回全日本学生フォーミュラ大会」にサークルとし

ては昨年に続き参加しました。この大会では車両の走行性

能だけでなく、設計・制作における工夫についても発表しま

す。その中でも私たちが特に力を注いだのが、コストレポー

トという車両製造コストを審査する部門です。これは車両制

作にかかった材料費以外にも、部品制作にかかる人件費・加

工費も計算します。そのため、車両の製造工程などの知識が

必要で、車についての知識が浅かった私たちには大変なもの

でした。しかしチームの

協力もあり、この部門で

は昨年より 14 位も順位

をあげることが出来まし

た。この経験をぜひ次に

つなげていきたいと思い

ます。

指導教員の上野講師（左）と筆者

一輪車世界大会 100m準優勝   荻原研究室修士２年 岡山洋明  
                         　                                 　                 （土浦第一高校卒）

　この夏休み、私はスイ

スで開催された UNICON 

XIII（第 13 回国際一輪車

競技会）に参加しました。

タイムを競うレース部門

への出場です。数ある種

目の中でも、やはり一番

の花形競技である 100m。決勝に残ることができ、スタート

ラインに立った時の雰囲気は心地良くもあり緊張感で逃げ

出したくもなる不思議な空間でした。それからゴールまでの

13秒間はただただ必死でよく覚えていませんが、結果準優

勝することができました。

　スタート前の緊張感、ゴール後の達成感、そして外国選

手とのなれない英語でのコ

ミュニケーション。そのど

れもが自分を大きく成長さ

せてくれた気がします。2

年後の大会では優勝できる

よう努力を続けていたいと

思います。

Exchange student program in Kikuchi Laboratory
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ahmad Yani
        I am Ahmad Yani, an exchange student 

from Institute of Technology Bandung (ITB)-

Indonesia. I followed this program based 

on　invitation from Professor Masanori 

Kikuchi, this program as realization of 

collaborative research between Lightweight 

Structure　Laboratory-ITB and Kikuchi 

Laboratory-TUS.

　My research is a digital image correlation (DIC), an application 

for fracture mechanics. During staying in Japan, I apply a 

combined method finite element method and DIC to calculate 

strains and sresses fi eld and 

developing application of 

natural speckle pattern in 

DIC experimental.

   I am glad to be here, I  ride 

a bicycle from apartment 

to campus,  cocking my 

own food, learning Japanese language, and custom. Some time I 

also visited Japanese friend's family. Laboratory's environment 

is conducive to do research, supported by good facilities, easy to 

access e-journal, and making good communication with professor. 

The most precious things here I've got during my stay are many 

new friends full of kindness and warm welcome. 
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活 躍 す る 教 員

Ghoniem教授自宅でのパーティー

UCLA での在外研究 　　　　　　　　助手　髙橋昭如
　私は今年度（期間：平成

18 年 4 月 1 日 ～平成 19 年

3 月 31 日）、在外研究とし

てアメリカ・ロサンジェル

ス の University of California, 

Los Angeles（UCLA） に滞在

しています。滞在中は、機械工学および航空宇宙工学科の

Ghoniem 教授や研究室の学生および研究員と共に、金属材

料中の非均質介在物とナノスケールの変形機構の関係を調べ

る計算機シミュレーション手法の開発や、疲労荷重下におけ

る転位組織形成に関して計算機シミュレーションを用いた研

究を行っています。研究室は，博士課程の学生 7名、研究

員が４名の構成で、日頃から研究に関する活発な議論が行わ

れていますが、毎週金曜日にはミーティングが開かれ、研究

の進捗や今後の方針について Ghoniem 教授と打合せを行っ

ています。研究室には来客も多く、頻繁にセミナーが開かれ、

世界で最新の研究成果を聞き、それに関して議論をすること

ができると同時に、自分自身も発表を行い、研究についても

様々な議論を行っています。

　UCLA は広大な敷地を有し、緑が多く、歴史のある建物も

多数あります。サンタモニカやハリウッドなどロサンジェ

ルスの有名な場所からも近い位置にあります。私もそのよう

な恵まれた環境中で大変有意義な時間を過ごしております。

UCLA は運動でも有名な大学であり、偶然にもUCLA は今年

全米大学体育協会（NCAA）のバスケットボールの決勝戦に

進み、私は大学の体育館でUCLA の学生および職員と共にそ

の試合を楽しむことが出来ました。会場内はUCLAの応援で

盛り上がり、アメリカの大学の迫力を強く感じました。

　来年の 3月末に帰国しますが、それまでの期間 UCLA で

さらに多くのことを学び、経験して行きたいと思います。そ

して学んだことや

経験したことを今

後の研究活動に大

いに役に立てて行

くと共に、研究活

動を通じて学生の

皆にも伝えて行き

たいと考えていま

す。

『堀川エコロボットコンテスト 2006』愛知県知事賞受賞　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師　稲垣詠一

　8月 27 日に行われたこのコンテス

トは、名古屋にある堀川の浄化・美化

に、「ものづくり」の心で挑戦するエコ

ロボットのコンテストです。堀川の環

境を改善する能力をもつ 40チームが参加し、我々はウナギ

型ロボットを持ち込み出場しました。夢と希望にあふれるエ

コロボットで、多くの感動を与え、そしてものづくりの技術

とエコロジーの心で挑戦する堀川

浄化の未来に大きく貢献したとし

て愛知県知事賞を受賞しました。

また、ものづくりの心と技術を通

して立派な成果をあげたとして、

主催者より技術賞を受賞しました。本ロボットは、7月 17

日のテレビ東京『ワールドビジネスサテライト』にて海の日

にちなみ “海の力を生かせ” という特集の中で新しい海に関

わるビジネス・研究としても取り上げられました。

境を改善する能力をもつ 40チームが参加し、我々はウナギ

イノベーション・ジャパン２００６出展　　　　鈴木研究室
　9月 13 日から 15 日まで，東京フォーラムにおいて「イ

ノベーション・ジャパン 2006 - 大学見本市 -」が開催され

ました。本学科からは鈴木康一教授がNEDOの支援を受けて、

九州大学、産業技術総合研究所、東芝と共同開発した新しい

熱交換器を出展しました。

　この熱交換器は、気泡微細化沸騰という伝熱機構を用い、

従来、伝熱限界と考えられていた 100W/cm2 を大きく上回

る 300W/cm2 以上の熱流束が見込まれています。燃料電池

車やハイブリット車のインバー

ター，スーパーコンピューター

の冷却等への応用が見込まれる

ことから大きな注目を集め、「日

経ものづくり」誌 10 月号には

" 大学の技術、恐るべし” と題

して紹介され、また新聞にも取

り上げられました。

学生優秀賞受賞　　　　　　   野口研究室修士 1年池上弘晃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（洛南高校卒）
　私は今大学院に在学していて、授業と研究で忙しい毎日を

送っています。その研究の成果を発表するため、いろいろな

学会に出ています。これまで出た学会は、日本設計工学会、

日本機械学会です。その２つの学会において、学生優秀賞と

優秀賞をいただきました。今年は

あと１１月に学会発表が残ってい

ます。頑張って研究すれば、評価

していただけるので、これからも

一所懸命頑張って研究していきた

いと思っています。
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噴流を自在に使う　　　　　　　　　　　　　　小川研究室

　流体が工業的に応用される場合、管、隙間

などから噴出されることが大変多い。このよ

うな流れを噴流という。この流れにはいろい

ろな構造が隠されており、それらを見つける

ことにより、驚くような現象を見ることがで

き、それらの意外な方面への応用を考えることも面白い。こ

こでは、当研究室で発見した現象のうちのいくつかを、その

現象の応用も含めて紹介しよう。

（1）噴流中心の特異性　図１に二つの噴流が向かい合って

衝突している状態を示す。(1) 側の噴流が強いと、衝突面の

位置は Aにある。この状態で図２に示すように、細い棒を

中に入れる。棒が細いので衝突面の位置は変わらない。しか

し、図 3で示すように、この細い棒が噴流の中心に到達す

ると、衝突面はこの細い棒の位置へ移動する。このときの二

つの噴流の状態は、(1) 側の噴流が強いままである。細い棒

の代わりに、髪の毛でもこの現象は起こる。

応用　非常に小さな信号で流体の運動を制御する素子。

　　　小さな信号は、音波、電気信号などでもよく、さまざ

　　　まな物理量と流体運動の変換機が考えられる。

(2)　噴流の渦　噴流の構造には、渦に関係するものがいく

つかある。特定の位置にある渦の一部に刺激を与えると、そ

の渦と流れの相互作用で噴流全体に影響が及ぶ。図４に示

す写真は、円形噴流のある位置を小さな噴流（円形噴流の

1/100 以下）で刺激すると、一箇所を刺激しているにもか

かわらず、下流では円形噴流が楕円形噴流に変化する。

応用　燃料と空気をよく混合できるノズル。

　　　幅広に流体を拡散する装置。

研 究 室 紹 介

Q & A

編 集 後 記
　毎年恒例の研究室対抗ソフトボール大会が 6月 3日に開催され、16チームが参加し、大学内のグランドで熱戦が繰り広

げられました。写真のように仮装したチームも現れ、大いに盛り上がりました。予選リーグと決勝トーナメントからなり、

野田キャンパスならではの広大なグラウンドで 4試合同時に行われます。かなりの試合数となり、学生にまじって出場し

た私は、翌日筋肉痛で動けませんでした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編集担当：早瀬仁則 ( 講師 )

オ ー プ ン キ ャ ン パ ス 開 催

　恒例のオープンキャンパスを

8月 7日と 9月 3日に開催致し

ました。普段はちょっと近寄り

難い大学の中ですが、この日は

多くの研究室が公開され、先端

研究を行っている実際の実験室

の中に入って見ることが出来ます。模擬講義や模擬実験、研

究紹介、お茶を飲みながらの現役学生との談話等、理科大の

生の姿を知っていただけるよう、いろいろ企画しました。高

校生を中心に、小学生から御年配の

方まで、多くの方に来ていただき、

盛況のうちに終了することができま

した。来年も開催予定ですので、是

非お越し下さい。 実験室公開の様子

学科主任による紹介

オープンキャンパスなどでよく頂いた質問にお答えしたいと思います。

Ｑ．「機械工学科に女子学生はいますか？」

Ａ．薬学部や化学系やと比べると少ないですが、例年、入学者の 1割弱が女子です。機械工学科の女子学生は、学年を越

えた付き合いがあり、結束が強く楽しく過ごしているそうです。

Ｑ．「一人暮らししている学生はたくさんいますか？」

Ａ． 半分弱の学生が大学の近くに一人暮らししているようですが、片道 2時間以上かけて通学している学生もかなりいます。

学生寮はありませんが、東京郊外なので比較的家賃も低く、一人暮らしを満喫しているようです。

Q. 「パソコンを購入する必要はありますか？」

A.　本学には４つのワークステーションルームに学生が自由に使用できるパソコンが５００台以上配備されていますので、

特に購入しなくでも機械工学科での勉学には支障ありません。

図４


